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11. A comparative study of 4 Fr versus 6 Fr 
nasobiliary drainage catheters: a randomized, 
controlled trial













6Fr 群で 15.7％（13/83）であった（p = 0.019）。鼻と
喉の不快感を示す視覚的アナログ尺度の平均は，処置
当日で 4Fr 群：2.6，6Fr 群：4.3（p = 0.0048），翌日
では各々 2.3，3.6（p = 0.028）であった。胆汁の排液
量は，4Fr 群：16.3（mL/h），6Fr 群：21.4 であった（p 
= 0.051）。閉塞性黄疸のサブグループでは，各々 19.2
（mL/h），22.1 であった（p = 0.40）。減黄に要する日




2. Telomeric G-tail length and hospitalization for 





　染色体末端の 5’-TTAGGG-3’ の繰り返し配列 DNA




　本研究では HPA 法を用いて，G-tail， Total Telomere 
length を測定し，前向き観察研究を行った。
　主要な結果として，中央値 48 か月のフォローアップ
期間に，G-tail が短縮した群において新規 CVD event
発症リスクが増すことが明らかとなったが，Total 
Telomere にはこの傾向は見られなかった。
　本研究において，急性期に変動する G-tail が Total 
Telomere よりも，血液透析患者の新規 CVD 発症の
予測因子として有用である可能性が示唆された。
3. Effect of increasing respiratory rate on airway 








Impulse oscillation system（IOS）が COPD 患者の診
療に普及してきている。
　【目的】IOS を用いて呼吸数増加時の COPD 患者の
呼吸抵抗の特徴を明らかにし，息切れとの関連を検討
する。







Control 群の呼気時 X5 の変化とは反対の動きをみせ
ることがわかった。また，COPD 患者の呼気時 X5 の
変化量は mMRC スコアと有意な相関を示した。
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24. The neurocognitive effects of Aripiprazole 

























5. Identification of PRL1 as a novel diagnostic and 
therapeutic target for castration-resistant prostate 









DU145 に特異的に発現する PRL1 に着目し解析を行っ
た。PRL1 は mRNA レベル，蛋白レベルのいずれに
おいても前立腺癌組織で高発現していた。前立腺癌組








EGFR シグナルと MMP9 を介して腫瘍の進行に寄与
し前立腺癌の治療標的となりうると考えられた。
6. Concurrent analysis of human equilibrative nucleo-
side transporter 1 and ribonucleotide reductase 
subunit 1 expression increases predictive value for 
prognosis in cholangiocarcinoma patients treated 
with adjuvant gemcitabine-based chemotherapy
（胆道癌患者に対する Gemcitabine を用いた術後補
助化学療法において human equilibrative mucleoside 
transporter 1 および ribonucleotide reductase regu-




　【 背 景 】 胆 管 癌 切 除 症 例 に お い て Gemcitabine
（GEM） の 代 謝 酵 素 で あ る human equilibrative 
mucleoside transporter 1（hENT1）と ribonucleotide 
reductase regulatory subunit M1（RRM1）の発現と
予後との関係を解析する。
　【方法】肝内および肝外進行胆道癌 127 例（GEM





86 例（68％），67 例（53％）に認められた。GEM 投
与群 68 例で DFS については hENT1 低発現（P = 
0.044），RRM1 高発現（P = 0.009）が，OS について
は RRM1 高発現（P = 0.024）が独立した予後不良因
子であった。さらに hENT1，RRM1 発現の同時解析
では，hENT1 高発現かつ RRM1 低発現群は極めて予




37. Fasting enhances TRAIL-mediated liver natural 
killer cell activity via HSP70 upregulation
（絶食刺激により HSP70 発現が増強することで，
TRAIL を介した NK 細胞の活性化が生じる）
DANG THUC ANH VU
創生医科学専攻（消化器・移植外科学）
　絶食下のＮＫ活性増強機構について解析した。３日
間絶食下でマウス NK 細胞上 TRAIL と CD69 は有意
に発現割合増加を認めた。TRAIL 増強のメカニズム
について検討すると，肝内 NK 細胞で TRAIL- から
TRAIL+ 細胞への転換を認めた。また絶食にて NK 細
胞障害活性は有意な増強を認めその活性化は TRAIL
経路を介していた。さらに，絶食下で NK 細胞上の
HSP70 の発現増加を認めた。recombinant HSP70 投
与により肝 NK 細胞上に TRAIL 発現を認め，逆に
anti-HSP70 抗体 B6 マウスに腹腔内投与し３日間絶食
とすると TRAIL 発現割合は有意に低下した。本研究
から NK 細胞は絶食下で TRAIL 依存性に抗腫瘍活性




8. T-staging of urothelial carcinomas of the ureter by 
CT: A preliminary study of new diagnostic criteria 
proposed for differentiating between T2 or lower 
and T3 or higher





　尿管癌では，術前 CT による T 因子診断が治療方
針の決定に重要である。今回，術前 CT 診断にて，
T2 以下 / T3 以上の選別を目的とした新たな診断基
準を提案し，その臨床的妥当性を検討した。尿管癌
30 例（手術・病理診断例）の術前 CT を，３名の放
射線診断医（腹部を専門としない放射線科医）で読影
実験を行い，提案基準の有無で診断能がどのように変
化するかについて ROC 解析を行った。提案する CT
基準では，mass 形成と索状影の有無により病変を 6 
pattern に分類した。「提案基準あり」及び「提案基
準 な し 」 で の ROC 曲 線 に お け る Area under the 




9. Treatment outcome of percutaneous trans-
venous embolization for gastric varices and 
encephalopathy due to portal systemic shunt 




1 ） Long-term outcome of patients with gastric 




2 ） Percutaneous transvenous embolization 
for portosystemic shunts associated with 










1） 胃静脈瘤に対し B-RTO を施行した 100 例について
の解析。Technical success は，complete 97％（n=97），
partial 2％（n=2），failure 1％（n=1）（観察期間中
央値 29 ヶ月）。全症例の５/10 年生存率は 50/26％。
生存に寄与した因子は Child-Pugh A，B/C 別（HR2.4, 
95％ CI 1.5-3.9, p=0.001），肝発癌の有 / 無（HR4.8，
95％ CI 2.3-9.8，p<0.001）。術後の食道静脈瘤（EV） 
増悪率は，３/５/10 年 : 39/44/48％であった。B-RTO
前に EV を認めた群は無し群と比較して有意に EV
の増悪を認めた（p = 0.0001）。
2） 門脈大循環シャントに伴う脳症の治療に経皮経静











10. Hypoxia-mediated CD24 expression is correlated 
with gastric cancer aggressiveness by promoting 























11. The relationship between NAFLD and the risk 
factors of cardiovascular disease
（NAFLD と心血管疾患危険因子の関連性について）
1 ）Efficacy of probucol for the treatment of non-
alcoholic steatohepatitis with dyslipidemia: An 
open-label pilot study
（NASH におけるプロブコールの有効性について）
2 ）Eicosapentaenoic acid/arachidonic acid ratio 
as a possible link between non-alcoholic fatty 

















ドン酸（AA）比と NAFLD との関連性。NAFLD は
45 歳以上では健康者に比し動脈硬化の指標である
EPA/AA 比が低く，また EPA/AA 比が低い群は
LDL/HDL 比も低かった。NAFLD は心血管疾患の高
危険群と考えられた。













Cardiovascular Surgery Database Organization， 
JACVSD）に胸部大血管手術として登録された症例デー
タを解析した。POAF は，術後 10 分以上持続した治療
が必要となった周術期心房細動と定義した。症例を








13. Fatty liver creates a pro-metastatic micro-
environment for hepatocellular carcinoma through 













増 殖 能 を 促 進 し た。FLHSC は NLHSC に 比 べ，
VEGF・TGF-β を多く分泌し，さらに HCC との共培
養にて IL-1α・MMP-9 を多く分泌していた。HCC 細
胞株皮下投与モデルにおいても，FLHSC は，HCC の




14. Possible involvement of rumination in gray 
matter abnormalities in persistent symptoms of 
major depression: an exploratory magnetic 























15. Advanced method for evaluation of gastric 
cancer risk by serum markers: determination of 











　【結果】当科で経験した胃腫瘍の 11％が A 群に分
類されたが，そのうち Hp 未感染癌は１％のみであっ
た。残りの A 群（A’ 群）症例は全例胃粘膜萎縮を認め，
血清学的，組織学的に Hp 除菌後に類似していた。A’
群症例は，血清診断を用いた判別関数によって真の







16. Clinical usefulness of capsule endoscopy 




1 ） Major predictors of portal hypertensive enter-
opathy in patients with liver cirrhosis
（肝硬変患者における門脈圧亢進症性小腸症の予測
因子）
2 ） Is small-bowel capsule endoscopy effective for 








　カプセル内視鏡（CE）を施行した LC 患者 134 例
を対象に PHE の頻度，その予測因子ついて検討した。










率は 67％で，胃体下部まで広がる PHG の診断率が高
かった。
　【結語】CE は門脈圧亢進症関連消化管病変の診断
に有用であった。
